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研究成果の概要（和文）： 
平成 22 年度において、認知症高齢者 140 名を対象に調査を行い、原始反射出現と栄養

状態との関連が認められた。平成 23 年度においては、要介護高齢者 255 名を対象に調査
を行い、原始反射の出現が摂食・嚥下機能および口腔ケアリスクとの関連が示された。平
成 24 年度においては、研究開始前年度より予備的に行っていた調査を含め、3 年間の追跡
調査が可能であった要介護高齢者 121 名を対象とし、原始反射出現と予後との関連につい
て検討し、原始反射の出現と予後との関連が示唆された。今回の研究結果から、今後原始
反射を有する要介護高齢者の食事介助方法の開発のためには介入調査が必要であることが
うかがわれた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 In 2010, we have examined general conditions, oral functions, and primitive 
reflexes (PRs) in 140 dementia elderlies. There was a significantly relationship 
between PRs and nutritional status. In 2011, we have examined same factors in 255 
elderlies who require nursing care. There was a significantly relationship between 
feeding/swallowing function and risk of oral care, and PRs. In 2012, the 3 years 
follow-up study was performed. The subject was trailable121 elderlies who require 
nursing care. There was a significantly relationship between PRs and prognosis. The 
results of this study showed that an intervention study is necessary for development of 
the feeding assistance method for the elderlies who require nursing care with PRs for 
the future.  
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研究分野：摂食・嚥下リハビリテーション 
科研費の分科・細目：歯学・社会系歯学 
キーワード：原始反射、摂食・嚥下機能、低栄養、食事介助法 
 
１． 研究開始当初の背景  認知機能が低下した高齢者では摂食・嚥下



機能における先行期・準備期の障害が認めら
れることが低栄養の一因と考えられる。介護
老人福祉施設などにおいては、摂食・嚥下機
能の評価や診断が適正に行われていない場
合が多く、低栄養が生命予後に関与すること
が認められている。さらには、認知症を有す
る高齢者は、低栄養となることが知られてお
り、その理由に食物の認知困難からくる摂食
困難、活動の増加、食欲の変化、味覚や感覚
の変化、代謝障害などが挙げられている。 
 原始反射は、新生児における発達の過程に
おいて一定の順序で出現、消失する反射であ
る。原始反射は本来、大脳の成熟とともに前
頭葉によって抑制され消失するが、認知症な
どにみられる前頭葉の障害により再び出現
するとされており、その出現は前頭葉徴候と
いわれ、病的反射ともいわれている。口腔に
みられる原始反射は、口すぼめ反射、吸啜反
射、下顎反射などが知られているが、いずれ
も摂食時や口腔ケア時にも認められ、食事介
助や口腔ケアを行うにあたり、その発現が
様々に影響する。 
 認知症高齢者に見られる原始反射を起因
とした摂食・嚥下障害についての報告は見当
たらず、さらには栄養状態との関連、生命予
後について検討した報告はない。また、本研
究ではその対策法についても検討しようと
するものである。 
 
２．研究の目的 
 認知症高齢者などに出現する口腔関連の
原始反射に注目し、これらが摂食・嚥下機能
や低栄養に与える影響について知ることを
目的としている。さらには、介入調査により
原始反射が出現した高齢者に適した食事の
介助方法を開発することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(平成 22 年度)  
初年度は、認知症高齢者などに出現する口
腔関連の原始反射が摂食・嚥下機能や低栄
養に与える影響について検討した。 
吸啜反射、咬反射、口尖らし反射の有無を
調査した。さらに、介護度、ADL(Barthel 
Index)、認知機能(CDR)、摂食・嚥下機能、
誤嚥性肺炎の既往、栄養状態(BMI)および食
事、食行動などについて調査した。 
 
(平成 23 年度) 
2 年次は原始反射の出現が口腔ケアを行う
にあたり影響すると考え検討した。 
吸啜反射、咬反射、口尖らし反射の有無、
ADL(Barthel Index)、摂食・嚥下機能、栄
養状態(BMI)、食事状況、さらには原始反射
の出現が口腔ケアを行うにあたり影響する
と考え、口腔ケアリスク(口腔ケアの拒否)

について調査した。 
 
(平成 24 年度) 
3 年次においては、研究開始前年度より予備
的に行っていた調査を含め、3年間の追跡
調査が可能であった介護老人福祉施設入居
者において原始反射出現と予後との関連に
ついて検討した。対象者に対し、吸啜反射、
咬反射、口尖らし反射の有無を調査し、原
始反射出現の有無と、ADL(Barthel Index)、
認知機能評価(CDR)、食形態、栄養状態(BMI)
について調査を行った。 
 
原始反射の有無については、Koller 1)らの
方法に準じて、調査を行った。 
 
 
４．研究成果 

(平成 22 年度) 
対象は、鹿児島県内にある病院(認知症専

門病棟)の認知症高齢者 140 名(男性 23 名、
女性 117 名)、平均年齢 85.9±6.5 歳。認知
症原因疾患は、脳血管性認知症 33 名、アル
ツハイマー型認知症 101 名、レヴィ小体認
知症 4名、混合型認知症 1名、その他 1名
である。対象者のうち、吸啜反射、咬反射、
口尖らし反射が認められた者はそれぞれ、
25 名、13 名、13 名であり、いずれかの原
始反射が認められた者は 31 名(22.1%)であ
った。原始反射出現頻度と BMI との間に有
意な関係が認められた(p<0.001)。また、原
始反射出現頻度と ADL との間に有意な関係
が認められた(p<0.005)。結果より、原始反
射の出現が栄養状態に影響を及ぼすことが
示唆された。 
 
(平成 23 年度) 
都内にある介護福祉施設５施設に入居し

ている経口摂取をしている要介護高齢者
255 名(男性 60 名、女性 195 名、平均年齢
86.0±8.5 歳)を対象とし、吸啜反射、咬反
射、口尖らし反射の有無を調査した。さら
に、ADL(Barthel Index)、摂食・嚥下機能、
栄養状態、食事状況、口腔ケアリスク(口腔
ケアの拒否)について調査を行った。対象者
のうち、いずれかの原始反射が認められた
者は 61 名(%)であった。吸啜反射、咬反射、
口尖らし反射が認められた者はそれぞれ、
39 名、33 名、15 名であった。これらの原
始反射出現頻度と食形態、ADL、食事中や食
後のむせとの間に有意差が認められた
(p<0.001)。また、原始反射出現頻度と口腔
ケアリスクとの間に有意差が認められた
(p<0.05)。本研究の結果、原始反射の出現
が摂食・嚥下機能および口腔ケアリスクと
の関連が示された。 
 



(平成 24 年度) 
 3 年間の追跡調査が可能であった都内に
ある介護老人福祉施設 2 施設に入居してい
る要介護高齢者 127 名のうち、経口摂取を
している 121 名、平均年齢 86.3±7.8 歳（男
性 33 名・女性 88 名）を対象とした。対象
者のうち、38 名(31％)にいずれかの原始反
射が認められた。ADL、CDR と原始反射出現
との間に有意な関係が認められ(p<0.001)、
食形態との間においても有意な関係が認め
られた(p<0.05)。1 年後では 18 名、2年後
では 7名に新たにいずれかの原始反射が認
められ、3 年後では新たに認められるもの
はいなかった。初回評価時に原始反射がな
かったもののうち 1 年後の反射の有無と 2
年後の転帰（生存対退所または死亡）で有
意な関係が示された(p<0.05)。また、2 年
後の反射の有無と 3年後の転帰においては
有意な関係は認められなかった。以上の結
果より、原始反射の出現と予後との関連が
示唆された。 
 
今回の研究結果から、今後原始反射を有す
る要介護高齢者に対し、摂食指導介入を行
い、原始反射の出現時期に適切な食事指導
を行い栄養状態の維持改善を図ることが重
要と考える。摂食指導の有用性を明らかに
し、原始反射が抑制されるような、または
原始反射を利用した食事介助方法の開発の
ためには介入調査が必要であることがうか
がわれた。 
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